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アトピー性皮膚炎でのステロイド 
塗布は眼圧に影響するのか 



背景 
 

局所ステロイドは皮膚萎縮のような副作用

を起こす。 
 

局所ステロイドは眼球内圧の上昇を起こす

が、眼球内圧におえける毎日の局所ステロ

イド影響については十分解明されていない。 
 

我々は毎日のアトピー性皮膚炎治療中局所

ステロイド容量と眼球内圧の変化を評価し

た。 
 

方法 
 

アトピー性皮膚炎と診断された 65 名のデ

ータを集積し、院内で眼球内圧を 2 回以上

測定した。 



 
結果 
 

一ヶ月の平均顔面局所ステロイド使用量は

2-12 歳で 11.8g、13 歳以上で 15g で、90％
の患者がこの量で使用した。 
 
治療中局所ステロイドと関連した眼球内圧

の上昇はどの患者でも見られなかった。 
 
結論 
 
この研究では局所ステロイドは上記の量で

は眼球内圧の上昇を引き起こさなかった。 
 
しかし、ステロイド反応性患者の眼球内圧

はステロイドに対して高度に反応すること

が知られている。 



 
よって、眼瞼にステロイドを塗布して

いる患者は定期的に眼科クリニック

にて定期的な眼球内圧測定を受けた

方が良い。 
 

毎月の局所ステロイド量 

 



 

緑内障を合併したアトピー性皮膚炎患者のデータ 

 
 

もともと緑内障がある患者でも眼圧の

上昇は見られなかった。 

 

 

 


